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６－９ 共 通 工

６－９－１ 法 面 工

１．数量計算

当該工種の展開図および詳細図を作成し，数量は設計図に基づき算出する。

( ) 植生ネット工1

法長３ｍ未満と３ｍ以上に区分して法面積を算出する。

( ) 厚層基材吹付工2

吹付厚ごとに法面積を算出する。

( ) 法 枠 工3

１）プレキャスト法枠工

中詰工の区分ごとに法面積を算出する。

２）現場打法枠工

施工方法ごとに法面積を算出する。

表６－４ 施工方法の選定

３）現場吹付法枠工

枠の高さ及び枠内処理ごとに数量を算出する。下表の材料を必要に応じて算出する。

第６章 数量計算要領
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図６－３２

( ) 芝 付 工4

張芝・筋芝等の各区分について分類する。

堤防の場合の例を下図に示す。

図６－３３

・設計枠長（フレーム設計量）

Ｌ＝ｂ×４＋ｃ×９

・枠用鉄筋量（重量）

Ｇ＝（ａ×３＋ｂ×４）×４×ｇ

ｇ：鉄筋単位体積重量

・モルタル，コンクリート量（体積）

Ｖ＝設計枠長×ｗ×Ｗ

ｗ：枠幅，枠高

・表面コテ仕上げ

Ａ＝Ｌ×３×Ｗ－１８×Ｗ×Ｗ

・水切りコンクリート

1Ｖ＝Ｃ×９×Ａ

第６章 数量計算要領
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２．法面保護工の選定フロー
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( ) 盛土法面2

盛土法面工法の選定は図６－３５によることを標準とする。

なお，土羽部は道路構造上重要な部分であるので地域特性，土質等を十分考慮のうえ法面工法を選定しなければな

らない。

(注)種子吹付機を持ちむことが不適当と判断される場合は，種子帯工によることができる。

図６－３５ 盛土法面における法面保護工選定フロー
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３．法枠工のコンクリート工及び型枠工

法枠工（河川・道路）のコンクリート工及び型枠工の使用区分は次によることを標準とする。

( ) 河川法枠工1

表６－５

( ) 道路法枠工（現場打）2

表６－６

(注) プレキャスト枠工の代わりに施工する場合の道路法枠工については，別途考慮するものとする。
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法面工数量集計表
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６－９－２ 擁 壁 工

１．コンクリートブロック積工

数量は次により，とりまとめるものとする。

( ) 裏 込 材1

裏込材の厚さは裏込土種類等により選定する。

比較的よく締まった地山の切土部に使用する場合，上下等厚とし３０ としてもよい。cm

( ) 水抜きパイプ2

Ｍ．Ｌ．Ｗ．Ｌより上を対象に硬質塩化ビニール管（φ５０ ）を２㎡に１箇所設けるものとする。cm

( ) 天端コンクリート厚は１０ として図面に明示する。3 cm

( ) 面積は法長×延長とする。4

２．連節ブロック工（ブロック張工）

連節ブロックの適用区分は次のとおりとする。

( ) 連節ブロックは３５０ ／㎡以上とする。1 kg

( ) 連結鉄筋はＳＲ－２３５，φ９㎜（大型ブロックの場合は，φ１３㎜）を標準とし溶接長は１０ 以上とす2 cm

る。

図６－３６

連節ブロックの使用区分は下図を参考とする。

タイプ－１

タイプ－２

図６－３７
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( ) 連節ブロック工（ブロック張工）の数量は，次によりとりまとめるものとする。3

１）ブロック張面積は延長×（天端長＋法長＋垂れ長）とする。

２）吸出防止材は延長×（天端長＋法長）として算出する。

３）床均し面積は，延長×垂れ長とする

４）法存は，延長×法長とし，次により積算する。

盛土部－機械による削取り整形＋人力による二次整形

切土部－機械による切土整形＋人力による二次整形

３．井桁ブロック積擁壁

井桁ブロック積擁壁は，控長・組立高に区分し，井桁材・鉄筋・中詰材等の必要材料を計算する。

井桁ブロックの施工面積は，次式による。

控長ｌ の施工面積（㎡）＝組立法長ｈ （ｍ）×施工延長Ｌ（ｍ）1 1

控長ｌ の 〃 ＝ 〃 ｈ × 〃2 2

中詰材の量は次により算出する。

使用量（ｍ ）＝枠内横幅（ｍ）×枠内縦幅（ｍ）×組立法長（ｍ）×枠数3

図６－３８ 鉄筋による組立式井桁ブロック平面図
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図６－３９ 組み合せ式井桁ブロック平面図

４．補強土壁工

コンクリート製壁面材を使用した片側施工による補強土壁工に適用する。

基礎工（基礎コンクリート等）については，６－１０による。

( ) 各部材の標準形状1

図６－４０ コンクリート側壁面材の標準形状

（例）
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図６－４１ コンクリート壁面材標準形状

表６－７ 補強材の標準形状

図６－４２ 補強材標準形状

( ) 数量のとりまとめ方2

) 壁面積（㎡）1

壁高（Ｈ）×延長（Ｌ）

) 壁面材（一式 ，補強材（ｍ）2 ）

壁面材料算出例を参照すること。

) 盛土材料の敷均し，締固め土量（ｍ ）3 3

) 壁面上端処理のコンクリート，鉄筋，型枠の数量4
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( ) 壁面材料算出例3

天端コンクリート 端部調整用アングル

図６－４３

(注) 壁面材の補強材取付本数は，フルサイズ（１～６）で４本，ハーフサイズ（７，８）では

２本が標準であるが，補強土壁高等の条件により取付本数は，フルサイズで６本，８本，

１２本，ハーフサイズでは３本，４本，６本が用いられる場合がある。

表６－８ 壁面材料表例
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５．目地材・水抜材

( ) 目 地 材1

目地材の数量は，構造物の小口面積（㎡）に箇所数を乗じて，構造物ごとに集計するものとする。

ａ 石・コンクリートブロック積（練積 ，もたれ式，重力式擁壁の場合は１０ｍに１箇所。）

ｂ 逆Ｔ型およびＬ型擁壁の場合は２０ｍに１箇所。

( ) 水 抜 材2

水抜材数量は，構造物の対象面積を求め，２㎡に１箇所の割合で箇所数を求め，平均長さを乗じて構造物毎

に集計するものとする。

図６－４４
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コンクリートブロック工数量集計表
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現場打擁壁工数量集計表
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６－９－３ 排 水 工

排水構造物数量のは次のとおりまとめるものとする。

カルバート工数量集計表
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小型水路工数量集計表
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６－９－４ アンカー工

アンカー工の数量は次のとおりまとめるものとする。

アンカー工数量集計表
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６－９－５ 構造物とりこわし

取りこわし数量は次のとおりとりまとめるものとする。

構造物取壊し工数量集計表
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６－１０ 基 礎 工

６－１０－１ 直 接 基 礎

１．基礎材・均しコンクリート等

基礎材および均しコンクリートは表６－９を標準とする。

表６－９

２．根入れ

擁壁基礎の根入れ深さは，擁壁の高さ，基礎地盤の状況などによりそれぞれ考えなければならないが，次の点を考

慮するのが望ましい。

ａ ブロック積（石積）擁壁では少なくともブロック１個が土中に没する程度（３０ 程度）以上入れる。cm

H=1.0 cmｂ 小型擁壁 ｍ以下 は３０㎝以上 現場打ち逆Ｔ型 Ｌ型擁壁では 少なくともつ先部上面から５０（ ） ， ， ，

程度以上入れる。また，重力式擁壁は５０㎝以上，Ｈ＝２．５ｍ以上は０．２Ｈ以上入れる （関連：設計。

施工編Ｐ．１３６）

ｃ 河川等においては，洗掘等を考慮して０．５～１．５ｍ程度入れる （関連：設計施工編Ｐ．１３６）。

直接基礎数量集計表

６－１０－２ 杭 基 礎

１．鋼 管 杭

( ) 一般事項1

１）鋼管杭はＪＩＳ Ａ ５５２５（鋼管杭）とし，ミリラウンド寸法を用いるものとする。
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２）杭長は０．５ｍきざみとする。

３）単管の長さは６ｍ以上，また上杭の板厚を変化させる場合の素管長は２ｍ以上とし，それぞれ０．５ｍきざ

みとする。

４）現場最大搬入長は１８ｍを標準とする。

５）打込層にはヤットコ施工分も入る。

２．ＲＣ・ＰＣ（ＰＨＣ）杭

( ) 杭種区分1

ＲＣ，ＰＣ（ＰＨＣ）杭の杭本数の算出にあたっては，下記区分によりまとめるものとする。

３．場所打杭

場所打杭のコンクリート量は下記による。

π
Ｑ＝ Ｄ ×Ｌ （ｍ ／本）２ 3
４

Ｌ：設計杭長（ｍ）

Ｄ：杭 径（ｍ）

Ｑ：杭１本当りのコンクリート使用量（ｍ ／本）3

４．深 礎 杭

( ) 掘削における工法区分1

掘削土量の数量計算にあたっては，下記によりとりまとめるものとする。

表６－１０

杭径 杭１本当たり掘削深

Ａ工法：人力掘削 φ ～ 以下 ～ 以下1.5 2.5m 0 20m

機械排土 φ ～ 以下2.5 5.0m

Ｂ工法：人力併用機械掘削 φ ～ 以下 ～ 以下2.5 5.0m 20 40m

機械排土 φ ～ 以下 ～ 以下5.0 7.5m 0 40m

Ｃ工法：人力掘削 φ ～ 以下 ～ 未満1.5 2.5m 0 20m

簡易やぐら搬出 φ ～ 以下 ～ 以下2.5 4.5m 0 40m
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( ) 土留材の規格2

土留材の規格は土圧計算等から決定されるが，一般には表４－２４程度のものが使用されているので必要量

を計算する。

表６－１１ 杭径と土留材の使用範囲

( ) 杭内の足場3

杭内足場は枠組足場を標準とする。

掛面積（㎡）＝（杭径（ｍ）－１．２）×３．１４×掘削深（ｍ）

( ) コンクリート量の計算4

π
Ｖ＝ Ｄ ×Ｌ （ｍ ／本）２ 3

４

Ｖ：コンクリート量（ｍ ／本）3

Ｄ：杭 径（ｍ）

Ｌ：打設長（ｍ）

５．その他の杭

π
Ｑ ＝ Ｄ ×Ｌ （ｍ ／本）１

２ 3
４

６－１０－３ ケーソン基礎

１．オープンケーソン

( ) 機械掘削による陸掘りまたは水中掘りのオープンケーソンで，掘削面積が２００㎡以下の工事に適用する。1

( ) 現地条件を検討し，刃口設置位置を決定する。刃口設置のために掘削および盛土が必要な場合は土工を参照2

する。

( ) 足場の算定式3

足場は枠組足場を標準とする。

１ロッド足場掛面積＝１ロッド外周面積×１．６（掛㎡）

（留意事項）上記掛面積にはケーソン内側の足場も含む。

２．ニューマチックケーソン

， 。( ) ケーソン掘削深度が ｍ未満で かつ掘削面積が ㎡程度までのニューマチックケーソン工事に適用する1 40 300

( ) 掘削面積，土質および作業室の圧力により表６－１３のように区分する。2
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現地条件を検討し刃口設置位置を決定する。刃口設置のために掘削および盛土が必要な場合は土工を参照す

る。

１）掘削面積による区分（１基当り）

表６－１２ 掘削面積による区分(ｍ3)

掘削面積（㎡） 人力掘削において作業室内体積 ㎡未満の場合30
40 40 60 60 100 100 300 0 10 10 15 15 20 20 25 25 30未満 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

人力掘削 － － －

機械掘削 － － － － － －

※ 掘削面積４０㎡未満は，作業室内体積（気積）を算出する。

２）土質および作業室の圧力による分類（１基当り）

表６－１２ 掘削面積による区分(ｍ3)

土質 軟 岩 玉石混じ レキ及び 普通土

作業室内の圧力 ㎡( ) Ⅱ Ⅰ り砂礫 レキ質土kgf/c kPa
（素掘）0
超～ ( )以下0 1.0 98.0
( )超～ ( )以下1.0 98.0 1.4 137.2
( )超～ ( )以下1.4 137.2 1.8 176.4
( )超～ ( )以下1.8 176.4 2.2 215.6
( )超～ ( )以下2.2 215.6 2.6 254.8
( )超～ ( )以下2.6 254.8 3.0 294.0
( )超～ ( )以下3.0 294.0 3.4 333.2
( )超～ ( )以下3.4 333.2 3.6 352.8
( )超～ ( )以下3.6 352.8 3.8 372.4
( )超～ ( )以下3.8 372.4 4.0 392.0

（注） 普通土とは砂，砂質土，粘土，粘性土をいう。

（留意事項）① 刃口据付面から掘削深３．０ｍまでの堀削量がわかるようにしておくこと。

( ) 足場の算定式3

足場は枠組足場を標準とする。

１ロッド足場掛面積＝１ロッド外周面積×１．６（掛㎡）

（留意事項） 上記掛面積にはケーソン内側の足場も含む。

( ) 作業室支保工（セントル）4

数量は空㎡で計上する。

杭基礎数量集計表
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６－１１ コンクリート関係

６－１１－１ コンクリート工

１．コンクリート構造物の分類

トンネル工，コンクリート舗装工，消波根固ブロック等を除く一般土木構造物の分類は，次表とする。

表６－１５ コンクリート構造物の分類

２．コンクリート打設工法の選定

コンクリート打設工法の選定は，図２．１を標準とするが，現場選択等を考慮し，これには 別途選定する。

図６－４５ コンクリート打設工法の選定
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図６－４６

また，対象数量が１工事当り１００ｍ 未満の場合人力投入打設とする。3

， ， 。 ，※ 投入地上高とは 切土部では改良計画高とし 搬入路等から直接投入できる場所は搬入路の路面高とする また

盛土部ではコンクリート運搬車が進入できる地盤線とする。

表６－１６
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表６－１７ クレーン車打設範囲

24
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表６－１８ レディミクストコンクリート標準使用基準

無 筋 区 分 ｺﾝｸﾘｰﾄ 呼び強度 スランプ 粗骨材最 最少ｾﾒﾝﾄ 最大水セ 備考

及び 構 造 物 の 種 類 大寸法 使用量 メント比

鉄筋別 番 号 種類別 ( ) （ ） （ ） ｍ （％）N/mm cm mm kg/2 3（ ）

,均しｺﾝｸﾘｰﾄ 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 側溝(Ｕ， ，

① Ｌ型) 管渠巻立 集水桝 石積(張)， ， ，

・ﾌﾞﾛｯｸ積(張)の胴込・裏込ｺﾝｸﾘｰ － －18 8 40
無 ﾄ，ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ基礎(端末支柱)

筋 擁壁 水路 重力式構造物 護岸(法， ， ，

, 18 8 40 60コ 留平張)，根固めﾌﾞﾛｯｸ，橋台 －

18 8 40 55ン ③ 海岸構造物，消波ﾌﾞﾛｯｸ －

ク トンネル覆工( 小断面矢板4 -1 NATM, ,
18 12 40 270 60リ 工法ｱｰﾁ)

4 -2 , 18 8 40 230 60｜ 同上(ｲﾝﾊﾞｰﾄ 側壁)

, , 18 5 40 60ト ⑤ 砂防ダム(堤体側壁水叩) －

21 5 40 60⑥ 同上(堤冠部) －

⑦ コンクリート張工 普通 設計基準

強度 ( ) －16 3 20 25 265
側溝蓋， 擁壁， 函渠，井筒，潜※ ※

24 21 8 40 60⑧ 函，堰，水門，樋門(管)，ポンプ －※ ，

場， 橋梁下部工※

24 21 8 20 25 60⑨ 同上 ， ( ) －※

⑩ 同上(海水の影響を受ける構造物)

24 21 8 40 300 45鉄 ，※

24 ,21 8 20 25 330 45筋 ⑪ 同上(同上) ( )※ ，

コ ラーメン構造物(σ )，ca=80kg/cm2

ン ⑫ ＲＣスラブ，ＲＣＴ桁，ＲＣホロ ( ) － －24 8 20 25
ク ースラブ，地覆

リ ⑬ 深礎 － －24 8 40
24 8 20 25 300 60｜ ⑭ 非合成桁床版(地覆含む) ( )

15-1 30 18 40 350 55ト リバース杭，ベノト杭

15-2 30 18 20 25 350 55同上 ( )

ＰＣ橋(横桁床版) 合成桁床版(地, ，

⑯ 覆含む)，ＰＣﾎﾛｰｽﾗﾌﾞ中詰，プレ ( ) － －30 8 20 25
テンＩ桁中詰

⑰ ＰＣπラーメン橋 ( ) － －36 8 20 25
⑱ ポステン主桁 ( ) － －40 8 20 25
コンクリート舗装 舗装 曲げ － －19-1 4.5 2.5 40
同上 曲げ － －19-2 4.5 6.5 40

注) １．塩害対策の対象となる場合は別途考慮する。

２．鉄筋コンクリートでコスト縮減を考慮する場合は，設計基準強度のランクアップによる経済比較を検討

のうえ，使用生コンを決定する （※ランクアップ済）。

３．次の橋桁の使用基準を示す。

・オールステージングによるポステン桁･･････････区分番号⑰に準じる。

・張出し架設，押出し架設によるポステン桁･･････････区分番号⑱に準じる。

４．剛性防護柵は，性能の確認が行われたものを使用するものとし，設計基準強度を呼び強度に置き換えて

使用する。


